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江府町の人口

（12月31日現在）

世帯数1230世帯
人　口　埴09人

前月比－　2
（男）　㍑19
（女）　2490

出　生　　　5
（男）　　　2
（女）　　　3

転　入　　　4

（男）　　1

（女）　　　3
転　出　　　8

（男）　　　4

（女）　　　4
死　亡　　　3

（男）　　1

（女）　　2

みんなが元気にがんばれますように
米沢小学校とんど祭

一
月
十
四
日
、
と
ん
ど
祭
り
を
し
ま
し
た
。

ま
ん
中
の
竹
組
に
、
じ
ど
う
会
長
の
大
森
さ

ん
が
火
を
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
火
は
ど
ん
ど
ん

も
、
冬
つ
つ
っ
て
ぼ
う
ぼ
う
と
も
え
上
が
り
ま
し

た
。
「
ど
う
ぞ
高
く
高
く
上
が
り
ま
す
よ
う
に
止

と
お
い
の
り
を
し
な
が
ら
習
字
を
や
い
た
け
ど

ぜ
ん
ぜ
ん
上
が
ら
な
か
っ
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と

が
っ
か
り
し
ま
し
た
。

次
は
楽
し
み
に
し
て
い
た
お
も
ち
ゃ
き
で
す
。

も
ち
は
、
黒
く
な
っ
て
少
し
ど
ろ
が
つ
い
て
い

ま
し
た
。
す
る
め
も
や
い
た
ら
ま
ん
丸
に
な
っ

て
出
て
き
ま
し
た
。

す
み
ぬ
U
も
あ
り
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
人
か

ら
す
み
を
つ
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
は
三
年

生
の
代
表
で
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
に
で
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
黒
ん
ぼ
さ
ん
が
で
て
き
て
、
ま
る

で
み
ん
な
外
国
人
み
た
い
で
し
た
。
今
年
も
み

ん
な
が
元
気
に
が
ん
ば
れ
る
よ
う
に
み
ん
な
で

お
い
の
U
L
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
い
と
ん
ど

祭
り
で
し
た
。
　
　
　
（
三
年
　
仲
田
美
果
）
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12月町議会定例会

18議案を

可決承認

十
二
月
町
議
会
定
例
会
が
十
二

月
十
六
日
か
ら
三
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、

条
例
改
正
、
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
町
長
捷
出
の
十
八
議
案
が
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
事
項
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

○
泉
源
調
査
ボ
ー
リ
ン
グ
委
託
契

約
の
締
結
（
相
手
方
－
㈱
奥
村
組
）

○
子
供
の
国
保
育
園
増
築
工
事
請

負
変
更
契
約
の
締
結
（
百
八
十
万

円
増
額
）

○
税
条
例
の
一
部
改
正

○
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正○
江
府
町
議
会
の
議
員
そ
の
他
非

常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

○
神
奈
川
財
産
区
管
理
会
運
営
基

金
条
例
の
制
定

○
昭
和
六
十
二
年
台
風
十
九
号
に

よ
り
災
害
を
受
け
た
農
林
水
産
業

施
設
災
害
後
旧
事
業
分
担
金
徴
収

条
例
の
制
定

○
鳥
取
県
造
林
公
社
と
分
収
造
林

契
約
の
締
結
（
俣
野
字
岩
谷
山
下

モ
平
上
ミ
九
四
四
番
六
五
　
三
三
、

二
〇
〇
相
方
）

○
旧
慣
に
よ
る
公
有
財
産
の
使
用

権
廃
止
（
中
国
横
断
自
動
車
道
用

地
と
な
る
た
め
）

〇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
三
号
）

○
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
三
三

〇
神
奈
川
財
産
区
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
二
号
）

○
索
道
運
営
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

〇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
六
号
）

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
二
号
）

○
助
役
の
選
任

V
亀
Y
n
H
1
川
U
l
n
u
・
川
＝
1
n
V
川
U
・
川
＝
1
＝
Y
n
V
n
V
＝
V
l
川
U
・
n
u
・
n
V
n
V
n
U
l
n
u
・
n
V
n
V
n
V
n
U
l
n
V
l
n
V
川
u
・
n
V
u
r
J
n
V
n
U
几
い
1
八
日
Ⅴ
八
日
V
八
日
V
八
日
V
八
日
U

町
長
の
行
政
報
告

（
1
2
月
町
議
会
定
例
会
か
ら
）

ト
新
し
い
保
育
室
が
完
成

総
　
　
務

十
一
月
二
日
、
姉
妹
町
の
島
根

県
隠
岐
郡
西
ノ
島
町
の
町
制
三
十

周
年
記
念
式
が
行
わ
れ
、
江
府
町

か
ら
町
長
、
議
長
、
総
務
課
長
が

出
席
し
、
祝
意
を
表
し
ま
し
た
。

俣
野
川
発
電
所
は
、
昭
和
六
十

一
年
に
一
号
機
、
今
年
十
月
に
は

二
号
機
の
運
転
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。

噂

揚
水
式
発
電
所
と
し
て
西
日
本

最
大
級
の
規
模
を
誇
る
こ
の
発
電

所
は
、
見
学
者
も
多
く
こ
の
た
び

こ
の
ダ
ム
湖
畔
に
ご
案
内
ホ
ー
ル

が
完
成
、
十
二
月
四
日
、
開
所
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
に
は
、
発
電
の
し
く
み

を
紹
介
す
る
模
型
や
上
池
の
あ
る

新
庄
村
と
江
府
町
の
特
産
品
を
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月

二
日
ま
で
全
国
秋
の
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
、
期
間
中
の
行
事

と
し
て
、
団
員
、
消
防
署
貞
に
よ

り
各
部
落
水
利
、
機
械
の
点
検
及

び
防
火
訓
練
等
を
行
い
、
防
火
態

勢
の
万
全
を
図
り
ま
し
た
。

十
二
月
十
六
日
か
ら
十
二
月
二

十
五
日
ま
で
年
末
の
交
通
安
全
県

民
運
動
が
県
下
一
せ
い
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

期
間
中
は
、
交
通
指
導
員
を
は

じ
め
、
各
種
団
体
の
協
力
を
得
て

広
報
車
の
巡
回
、
街
頭
指
導
等
に

よ
り
事
故
防
止
、
安
全
意
識
の
高

揚
に
努
め
ま
し
た
。

噂

町

長

日

誌

＊
1
2
　
月

1
日
㈹
　
町
消
防
団
消
防
演
習
、

御
机
地
区
役
員
・
杉
谷

地
区
役
員
・
貝
田
地
区

役
員
・
大
方
地
区
役
員

米
沢
小
学
校
P
T
A
役

員
来
庁

2
日
0
0
　
臨
時
町
村
長
会
、
町
議

会
全
員
協
議
会

3
日
㈲
　
日
野
町
江
府
町
日
南
町

衛
生
施
設
組
合
議
会
定

例
会
（
日
南
町
）

4
日
健
　
保
野
川
発
電
所
ご
案
内

ホ
ー
ル
開
所
式
、
日
野

農
林
振
興
局
長
来
庁

5
日
㈲
　
在
　
勤
、
助
沢
地
区
役

員
来
庁

6
日
㈲
　
町
内
各
小
学
校
学
芸
発

表
会

7
［
ロ
日
＝

東
京
出
張

（
水
力
発
電
施
設
周
辺

地
域
交
付
金
延
長
実
現

総
決
起
大
会
）

日
野
土
地
改
良
推
進
協

議
会
総
会

9
日
㈱
　
御
机
大
根
組
合
、
町
内

弔
問

1
0
日
㈹
　
企
画
開
発
課
関
係
事
業

入
札
、
森
林
組
合
役
員

会
、
建
設
省
倉
吉
工
事
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同
和
対
策

部
落
解
放
研
究
第
二
十
一
回
全

国
集
会
が
十
月
三
日
か
ら
五
日
ま

で
、
奈
良
市
中
央
体
育
館
で
開
催

さ
れ
、
同
和
教
育
推
進
協
議
会
等

か
ら
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
国
民
運
動
に
よ

り
部
落
解
放
基
本
法
・
完
全
解
放

基
本
法
制
定
と
、
解
放
へ
の
未
来

と
展
望
を
き
り
ひ
ら
く
た
め
に
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

企
画
開
発

十
一
月
十
二
日
、
鳥
取
市
で
開

か
れ
た
鳥
取
・
岡
山
県
境
開
発
促

進
協
議
会
で
、
鳥
取
県
に
対
す
る

陳
情
会
を
行
い
町
で
は
、
江
府
町

府
　
と
新
庄
村
を
む
す
ぶ
俣
野
～
土
用

亀

間
新
規
林
道
の
早
期
開
発
を
陳
情

し
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
九
日
、
土
井
之
内

会
館
で
N
H
K
と
町
共
催
に
よ
り

〝
N
H
K
と
っ
と
り
よ
な
ご
江
府

ふ
れ
あ
い
広
場
〟
が
開
か
れ
、
「
と

っ
と
り
6
3
0
の
つ
ど
い
」
　
「
ニ
コ
プ

ン
シ
ョ
ー
」
を
ど
の
催
し
に
、
約

三
、
〇
〇
〇
人
が
参
加
し
て
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

衛
　
　
生

六
月
か
ら
延
べ
二
十
七
会
場
を
巡

回
し
て
行
わ
れ
た
住
民
総
合
健
康
診

断
が
十
一
月
に
終
了
し
ま
し
た
。

受
診
者
は
、
対
象
者
一
、
五
五

六
人
中
一
、
二
三
五
人
、
受
診
率

は
七
十
五
霊
で
し
た
。

（
1
月
町
議
会
臨
時
会
か
ら
）

総
　
　
務

一
月
未
の
中
国
電
力
俣
野
川
発

電
所
建
設
所
の
閉
所
に
伴
い
、
一

月
十
八
日
、
土
井
之
内
会
館
に
事

務
所
代
表
者
を
招
き
、
送
別
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
出
席
者
は
関
係

地
区
区
長
ほ
か
四
十
五
名
で
す
。

企

画

開

発

俣
野
線
の
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

か
ね
て
か
ら
要
望
し
て
い
ま
し
た

尾
上
原
～
畑
ケ
田
間
の
延
長
運
転

の
認
可
を
う
け
、
一
月
二
十
一
日
か

ら
正
式
運
行
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
二
十
四
日
、
住
宅
団
地

診現
地
調
査
会
が
発
足
し
、
町
は
こ

の
調
査
会
に
対
し
「
住
宅
団
地
の

在
り
方
と
適
地
選
定
に
つ
い
て
」

を
諮
問
し
ま
し
た
。

農
　
　
林

一
月
十
二
日
、
県
庁
で
県
水
田

農
業
確
立
対
策
会
議
が
開
か
れ
、

各
市
町
村
の
六
十
三
年
度
分
転
作

目
標
面
積
が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

江
府
町
の
転
作
目
標
面
積
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

江

森谷助役が再任

12月の町議会定例会で、町助役

の森谷博昭さん（佐川・60歳）の

再任が決まりました。

任期は、昭和62年12月19日から

昭和66年12月18日までです。

1月町諌会臨時会

一
月
二
十
五
日
開
か

れ
た
一
月
町
議
会
臨
時

会
で
、
次
の
三
議
案
が

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
江
府
町
山
村
広
場
等

の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
下
蚊
屋
農
村
広

場
を
設
置
）

○
江
府
町
立
中
学
校
等
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
江
府
町
立
米
沢
小
学
校
貝
田

分
校
を
江
尾
小
学
校
貝
田
分
校

に
改
正
）

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
四
号
）

転作目標面積配分

年度
目標面稜

内　　　 訳

一般分 I瀾 捌

63 141 ．7わα 131 ．7 加 10 ．0 加

62 133 ．6厄 131 ．7 加 1 ．9 加

増減 増 8 ．1たα 0 8 ．1 才氾

※米消費拡大を図るため、63年度か
ら米需給均衡化緊急対策事業が新
しく定められました。

日
日
寸
．

1
2
日
㈹

1
3
日
㈱

1
4
日
㈲

1
5
日
㈹

1
6
日
㈱

1
7
日
㈹

1
8
日
働

1
9
日
㈹

2
0
日
㈱

2
1
日
㈲

2
2
日
㈹

教
　
育

十
二
月
十
五
日
、
N
H
K
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
小
宮
山
洋
子
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
文
化
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、
約
四
〇
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
月
十
五
日
、
恒
例
の
新
春
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
江
尾
町
内
を
コ
ー

ス
に
行
わ
れ
、
小
中
学
生
を
は
じ

め
二
〇
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

事
務
所
総
務
課
長
来
庁

民
生
委
員
会
、
道
路
公

団
所
長
来
庁

西
部
町
村
全

町
卓
球
大
会
（
地
域
の

部
）

農
業
委
員
会
、
明
倫
小

学
校
P
T
A
役
貞
来
庁

文
化
講
演
会
、
新
道
地

区
役
員
来
庁

町
議
会
定
例
会

町
議
会
定
例
会

町
議
会
定
例
会

下
蚊
屋
ダ
ム
関
係
会
議

奥
大
山
ス
キ
ー
場
開
き

下
蚊
屋
分
校
完
成
式

会
見
町
制
三
十
周
年
記

念
式
並
び
に
庁
舎
完
成

式
、
町
森
林
組
合
会
議

在
　
勤
、
江
尾
大
区
役

員
来
庁

住
宅
団
地
現
地
検
討
会

西
部
広
域
正
副
管
理
者

会
、
町
教
育
委
員
長
来

庁町
職
員
研
修
会

仕
事
納
め

Soumu
四角形
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▲元気に顕彰式に出席される手島清子さん

第213号－

長寿をお祝い

高齢者顕彰遥

一
月
十
五
日
、
土
井
之
内
会
館

で
恒
例
の
高
齢
者
顕
彰
式
が
行
わ

れ
、
井
上
町
長
か
ら
十
九
名
の
受

彰
者
に
お
祝
い
と
記
念
品
が
、
ま

た
家
庭
へ
感
状
と
高
齢
者
介
護
年

手
当
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
本
町
四
丁
目
の
徳
岡

た
か
さ
ん
が
数
え
年
一
〇
一
歳
で

人
間
町
宝
名
誉
賞
、
宮
市
の
長
岡

か
め
よ
さ
ん
が
一
〇
〇
歳
で
人
間

町
宝
福
寿
貴
を
受
け
ら
れ
一
〇
〇

歳
以
上
が
二
名
に
な
り
、
ま
た
、

本
町
四
丁
目
の
住
田
米
太
郎
さ
ん

ご
夫
婦
が
そ
ろ
っ
て
高
齢
者
顕
彰

を
受
彰
さ
れ
る
な
ど
、
お
め
で
た

が
重
を
り
ま
し
た
。

㊧

人
間
町
宝
名
誉
賞
受
賞

徳
岡
た
か
㌔
（
1

0
1
歳
）
本
四

徳
岡
静
子
㌔
母

人
間
町
宝
福
寿
賞
受
賞

長
岡
か
め
よ
㍉
（
1
0
0
歳
）
宮
市

長
岡
康
弘
㍉
祖
母

高
齢
者
顕
彰
受
彰

手
島
清
子
㌔
（
9
2
歳
）
新
二

手
島
重
敬
㍉
母

川
上
か
め
よ
㍉
（
9
2
歳
）
美
用

川
上
清
㌔
母

長
岡
も
と
よ
㌦
（
9
2
歳
）
宮
市

長
岡
誠
㍉
祖
母

高
齢
者
名
誉
賞
受
賞

野
田
と
み
よ
㌔
（
9
8
歳
）
大
河
原

野
田
正
博
が
母

篠
田
　
佐
一
㌔
（
9
6
歳
）
小
江
尾

篠
田
玄
正
㌦
父

土
井
垣
秋
子
㌔
（
9
5
歳
）
宮
ノ
前

土
井
垣
一
郎
㌦
母

三
輪
　
永
治
㍉
（
9
5
歳
）
下
安
井

三
輪
　
操
㍉
父

新
見
　
ま
つ
㍉
（
9
4
歳
）
吉
　
原

新
見
　
昭
三
㌔
母

住
田
米
太
郎
㍉
（
9
4
歳
）
本
　
四

住
田
美
智
恵
㍉
父

小
椋
和
加
恵
㌔
（
9
4
歳
）
下
蚊
屋

小
椋
　
晴
㍉
養
母

松
本
　
発
作
㍉
（
9
4
歳
）
宮
市
原

松
本
　
寮
㍉
父

久
木
　
千
代
㍉
（
9
4
歳
）
下
安
井

久
木
　
厚
㍉
祖
母

中
村
　
柴
寂
㍉
（
9
4
歳
）
下
安
井

中
村
眞
佐
雄
㌔
父

水
下
す
み
よ
㌔
（
9
3
歳
）
久
　
連

水
下
　
博
㌔
母

浦
部
　
く
ま
㌔
（
9
3
歳
）
洲
河
崎

浦
部
　
秀
人
㍉
母

住
田
ひ
さ
よ
㍉
（
9
3
歳
）
本
　
四

住
田
美
智
悪
㌔
母

加
藤
た
か
よ
㍉
（
9
3
歳
）
池
ノ
内

加
藤
公
三
㌦
母

顕
彰
式
は
、
新
た
に
成
人
を
迎

え
ら
れ
た
み
な
さ
ん
に
激
動
の
一

世
紀
を
生
き
ぬ
き
、
社
会
に
家
庭

に
つ
く
し
て
こ
ら
れ
た
大
先
輩
に

あ
や
か
っ
て
い
た
だ
き
、
高
齢

者
の
方
々
に
は
こ
れ
か
ら
の
世

代
を
担
う
新
成
人
の
あ
ふ
れ
る

精
気
に
ふ
れ
、
老
若
そ
れ
ぞ
れ
の

世
代
を
理
解
し
あ
う
こ
と
を
目
的

に
昭
和
三
十
八
年
か
ら
成
人
式
の

式
典
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
式
典
に
、
九
十
二
歳

の
手
島
清
子
さ
ん
（
新
町
二
丁
目
）

が
代
理
出
席
の
各
家
族
と
と
も
に

元
気
に
出
席
さ
れ
、
成
人
者
や
来

賓
の
祝
福
を
う
け
ち
れ
ま
し
た
。

「
長
寿
番
付
」

発
刊
当
時
の
二
倍

高
齢
者
顕
彰
式
に
同
時
に
発
行

す
る
「
長
寿
番
付
」
第
二
十
五
号

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

掲
載
さ
れ
る
お
年
よ
り
も
年
々

増
加
し
て
、
今
年
は
昨
年
よ
り
六

人
多
い
二
百
七
十
三
名
が
登
載
さ

れ
ま
し
た
。

登
載
者
の
増
加
の
よ
う
す
は
下

表
の
と
お
り
で
す
が
、
発
刊
を
は

じ
め
た
三
十
九
年
に
比
べ
る
と
萱

⑳

　＼ 男 女 計 夫 婦 親 子 90歳以上

年 人 人 人 男阻 組 人
6 3 1 0 2 1 7 1 27 3 29 2 3 9

6 0 8 8 1 5 5 2 4 3 2 1 2 30

5 5 7 9 1 18 19 7 2 0 0 17

5 0 6 4 95 15 9 1 3 0 1 7

4 5 4 8 1 0 6 15 4 1 1 0 1 2

3 9 5 3 8 1 13 4 6 0 8
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載
者
は
二
倍
を
こ
え
る
人
員
と
な

り
、
九
十
歳
を
こ
え
る
お
年
よ
り

は
、
三
十
九
人
で
二
十
五
年
前
の

八
人
に
比
べ
、
五
倍
に
も
増
え
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
親
子
で
登
載
さ
れ
て
い
る

人
が
二
組
、
夫
婦
で
萱
載
さ
れ
て

い
る
人
は
二
十
九
組
と
長
寿
の
町

に
ふ
さ
わ
し
い
長
寿
番
付
と
な
っ

て
い
ま
す
。

第
二
の
人
生

地
域
の
原
動
力
に

現
在
、
日
本
は
ス
イ
ス
を
し
の

い
で
世
界
一
の
長
寿
国
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

国
連
の
定
義
に
よ
る
と
六
十
五

歳
以
上
が
人
口
の
七
％
に
達
し
た

と
き
”
人
口
の
老
齢
化
の
は
じ
ま

り
〝
と
い
う
の
だ
そ
う
で
す
。

江
府
町
で
は
十
二
月
末
現
在
で
人

口
四
、
八
〇
九
人
の
内
六
十
五
歳
以

上
の
人
が
九
九
六
人
で
す
か
ら
全
体

の
二
〇
％
、
五
人
に
一
人
が
お
年

よ
り
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
国
連
の

定
義
を
は
る
か
に
こ
え
て
老
齢
化
が

す
す
ん
で
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

厚
生
省
が
作
成
し
た
「
戦
前
戦
後

の
家
族
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
変

化
」
に
よ
る
と
、
寿
命
が
戦
前
戦

後
で
男
性
十
三
・
五
歳
、
女
性
十

八
・
五
歳
延
び
、
い
ま
ま
で
余
生

と
よ
ば
れ
て
い
た
人
生
の
後
半
は

確
実
に
長
く
怒
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
代
は
老
後
に
対
す
る

考
え
方
も
「
第
一
線
を
し
り
ぞ
い

た
ら
余
生
を
す
ご
す
」
と
い
う
こ

参れ
ま
で
の
考
え
方
か
ら
「
第
二
の

人
生
を
ど
う
生
き
る
」
と
い
う
考

え
方
へ
の
転
換
期
で
も
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

お
年
よ
り
の
自
由
時
間
の
過
ご

し
方
に
つ
い
て
総
理
府
老
人
対
策

室
の
「
老
人
地
域
奉
仕
晴
動
に
関

す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、

（
第
一
位
）
　
テ
レ
ビ
・
新
聞
・
雑

誌
の
見
聞
き
…
七
八
・
六
％

（
第
二
位
）
趣
味
・
娯
楽

…
三
二
・
七
％

（
第
三
位
）
家
族
と
の
団
ら
ん

…
三
二
・
一
％

町
の
老
人
家
庭
奉
仕
員
で
す
。

一
人
暮
ら
し
の
お
年
よ
り
や
身
体
の
不
自
由
な
方
々
の
身
の
回
り
を
お
世
話
し
ま
す
。

南波千明さん

栄子さん後

今
現
在
町
内
に
は
私
達
二
人
が

家
庭
奉
仕
員
と
し
て
奉
仕
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

私
達
の
仕
事
は
、
国
の
在
宅
福

祉
制
度
の
一
つ
と
し
て
家
庭
介
護

の
手
助
け
を
す
る
も
の
で
例
え
ば

寝
た
き
り
の
人
に
は
話
し
相
手
、

オ
ム
ツ
、
シ
ー
ツ
の
交
換
、
清
拭
、

入
浴
の
手
伝
い
、
散
髪
、
掃
除
を

ど
、
ま
た
障
害
の
あ
る
人
に
は
リ

ハ
ビ
リ
の
お
手
伝
い
な
ど
を
し
て

い
ま
す
。

研
修
会
を
ど
で
在
宅
福
祉
・
家

庭
看
護
実
習
な
ど
勉
強
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
も
の
の
、
良
か
れ

と
思
っ
た
こ
と
が
、
本
人
や
ご
家

族
に
負
担
だ
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま

で
奉
仕
の
ひ
ろ
さ
を
思
い
知
ら
さ

れ
る
毎
日
で
す
。

日
常
の
身
の
回
り
の
お
世
話
を

通
じ
て
、
お
年
よ
り
の
話
を
聞
き

孤
独
感
を
や
わ
ら
げ
る
こ
と
も
看

護
の
ひ
と
つ
。
訪
問
を
重
ね
る
内

に
心
を
開
い
て
話
し
て
く
だ
さ
る

中
で
、
時
に
は
涙
を
が
ら
に
話
し

た
り
、
幸
二
ん
だ
り
、
奉
仕
を
通

じ
て
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
尊
い
人

生
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。ま

た
、
不
自
由
だ
か
ら
、
年
よ

り
だ
か
ら
、
何
も
で
き
な
い
と
思

い
込
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
に
、
一

人
の
人
間
と
し
て
自
立
し
た
生
活

を
す
る
お
手
伝
い
を
基
本
に
お
い

て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
食
事
の
と
き
時
間
が

か
か
り
、
汚
れ
る
と
つ
い
手
を
出

し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
自
分
の
手

で
好
き
な
よ
う
に
食
べ
ら
れ
て
こ

そ
、
何
に
も
ま
し
て
の
ご
ち
そ
う

だ
と
思
う
の
で
す
。
自
分
で
で
き

る
こ
と
は
小
さ
な
こ
と
で
も
自
分

で
こ
を
し
て
い
く
こ
と
が
機
能
回

復
に
つ
を
が
る
と
教
わ
っ
て
い
ま

す
。誰

か
ら
も
気
軽
に
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
、
相
談
し
て
も
ら
い
、

幸
せ
を
老
後
を
送
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ま
た
、
看
護
を
さ
れ
る

ご
家
族
の
少
し
で
も
お
手
伝
い
が

で
き
ま
す
よ
う
、
今
後
も
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
第
四
位
）
友
人
・
隣
人
の
つ
き

あ
い
　
　
　
…
二
五
・
九
％

（
第
五
位
）
　
ス
ポ
ー
ツ

…

一

六

二

一

％

（
第
六
位
）
旅
行
・
行
楽

…
…
二
二
ハ
％

と
を
っ
て
お
り
、
ほ
か
に
　
「
特
に

を
に
も
し
て
い
を
い
」
と
い
う
の

が
五
・
九
％
あ
る
そ
う
で
す
。

人
生
八
十
年
と
い
わ
れ
る
現
代
、

二
十
年
間
も
の
第
二
の
人
生
を
テ

レ
ビ
・
雑
誌
・
新
聞
の
見
聞
き
で

過
ご
し
て
し
ま
う
の
は
ち
ょ
っ
と

さ
み
し
い
気
も
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
五
人
に
一
人
が
お

年
よ
り
と
聞
く
と
高
齢
化
の
進
行

や
若
年
層
の
都
市
流
出
に
よ
る
過

疎
化
に
ば
か
り
目
を
む
け
て
し
ま

い
が
ち
で
す
が
、
お
年
よ
り
一
人

ひ
と
り
が
健
康
で
幸
せ
で
あ
る
こ

と
も
町
が
活
気
あ
る
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
う
の
で
す
。

年
を
取
っ
て
か
ら
人
生
経
験
を

生
か
し
た
各
種
の
相
談
晴
動
、
民

芸
品
作
り
の
伝
承
な
ど
を
お
年
よ

り
の
新
し
い
役
割
と
い
う
の
だ
そ

う
で
す
が
、
お
年
よ
り
が
仲
間
ど

う
し
で
集
ま
っ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
ど
積
極
的
に
参
加
し

た
り
、
地
域
の
原
動
力
と
し
て
ど

ん
ど
ん
活
躍
で
き
る
よ
う
を
町
づ

く
り
、
環
境
づ
く
り
も
と
て
も
大
切

を
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形



昭和63年1月30日発行－（6）

笹
讐
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箭
表
音

二
月
十
六
日
～
三
月
十
五
日

こ
と
し
も
確
定
申
告
の
時
期
と

な
り
ま
し
た
。
も
う
準
備
は
お
済

み
で
す
か
。
確
定
申
告
は
、
あ
な

た
の
昨
年
一
年
間
の
総
決
算
で
、

税
金
を
最
終
的
に
確
定
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

国
づ
く
り
町
づ
く
り
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
財
源
と
十
分
わ

か
っ
て
い
て
も
納
め
る
こ
と
と
な

れ
ば
大
変
な
税
金
　
－
　
確
定
申
告

を
前
に
、
あ
な
た
も
チ
．
ヨ
ッ
ト
勉

強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ニー→芸才　の盛芸と　投は、正しく、お単軌ニ

2月16日（火）～3月1

所
得
税
は
、
あ
を
た
が
昨
年
一

年
間
に
得
た
す
べ
て
の
所
得
を
、

あ
な
た
自
身
が
計
算
し
、
税
金
を

算
出
し
て
納
め
る
と
い
う
申
告
納

税
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。

一
年
間
に
得
た
金
額
を
総
決
算

し
、
税
金
の
額
を
確
定
し
て
、
源

泉
徴
収
（
給
料
か
ら
引
か
れ
る
所

得
税
）
や
予
定
納
税
で
納
め
た
税

金
と
比
べ
、
納
め
す
ぎ
て
い
る
か

納
め
足
り
な
い
か
を
精
算
す
る
手

続
き
－
こ
れ
が
確
定
申
告
で
す
。

申
告
期
間
は
、
二
月
十
六
日
か

ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

期
限
内
に
正
し
い
申
告
と
納
税

を
し
ま
し
ょ
ぅ
。

今
年
の
確
定
申
告
に
は

配
偶
者
特
別
捜
除
が
新
設

六
十
二
年
の
税
制
改
正
で
、
配
偶

者
特
別
控
除
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

夫
の
合
計
所
得
額
が
八
百
万
円

（
給
与
年
収
千
十
万
円
）
以
下
の

と
き
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
控
除
額

は
、
奥
さ
ん
の
所
得
に
よ
っ
て
調

整
さ
れ
ま
す
が
、
最
高
額
は
十
一

万
二
千
五
百
円
で
す
。

昨
年
ま
で
は
、
奥
さ
ん
の
収
入

が
九
十
万
円
以
下
で
な
い
と
扶
養

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
回
か
ら
九
十
万
円
を
超
え

て
も
百
二
万
円
未
満
で
あ
れ
ば
、

控
除
対
象
と
在
る
わ
け
で
す
。

確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

◇
一
般
の
人

○
商
業
、
工
業
、
農
業
、
漁
業
を

ど
を
営
ん
で
い
る
人

○
地
代
、
家
賃
、
配
当
を
ど
の
所

得
の
あ
る
人

○
土
地
や
建
物
を
ど
の
不
動
産
を

売
っ
た
人

六
十
二
年
中
の
各
種
の
所
得
金

額
の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
（
三

十
三
万
円
）
、
配
偶
者
控
除
（
三

十
八
万
円
）
、
配
偶
者
特
別
控
除
（

最
高
十
一
万
二
千
五
百
円
）
、
扶
尊

控
除
〓
人
当
り
三
十
三
万
円
）
、

そ
の
他
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を

超
え
る
人
は
、
必
ず
申
告
し
な
け

れ
ば
在
り
ま
せ
ん
。

昨
年
、
新
し
く
開
業
さ
れ
た
人

や
昨
年
ま
で
申
告
義
務
の
を
か
っ

た
人
は
、
も
う
一
度
所
得
を
確
か

め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

六
十
二
年
分
の
所
得
金
額
が
次

の
額
を
超
え
る
場
合
に
は
申
告
が

必
要
で
す
。

○
独
身
者
の
場
合
－
三
十
三
万
円

○
夫
婦
者
の
場
合
－
七
十
一
万
円

○
夫
婦
と
子
供
一
人
の
場
合

－
百
四
万
円

○
夫
婦
と
子
供
二
人
の
場
合

－
百
三
十
七
万
円

○
夫
婦
と
子
供
三
人
の
場
合

－
百
七
十
万
円

な
お
、
配
偶
者
特
別
控
除
、
社

会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控

除
や
損
害
保
険
料
控
除
が
あ
れ
ば

さ
ら
に
こ
の
金
額
に
上
積
み
と
在

り
ま
す
。

◇
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
給
与
所
得
者
）

の
所
得
税
は
、
年
末
調
整
に
よ
っ

て
精
算
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
り
、

確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
人
は
、

申
告
し
を
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
給
与
の
年
収
が
千
五
百
万
円
を

超
え
る
人

○
給
与
以
外
の
所
得
が
二
十
万
円

を
超
え
る
人

〇
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら

っ
て
い
る
人

●

Soumu
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贈
与
税
の
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

昨
年
中
に
贈
与
を
受
け
た
財
産

の
価
額
を
合
計
し
て
、
六
十
万
円

を
超
え
る
と
き
は
、
贈
与
税
の
申

告
を
し
を
け
れ
ば
在
り
ま
せ
ん
。

金
銭
の
や
り
と
り
を
し
な
い
で

親
が
所
有
し
て
い
た
土
地
建
物
を

子
の
名
儀
に
変
え
た
り
、
金
銭
の

貸
借
形
式
を
と
っ
て
い
て
も
「
あ

る
時
払
い
の
催
促
を
し
」
の
よ
う

に
実
質
的
に
贈
与
と
認
め
ら
れ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
贈
与
税
が
か

か
り
ま
す
。

ま
た
、
夫
婦
間
で
住
宅
な
ど
の

贈
与
が
行
わ
れ
た
場
合
は
、
〓
正

の
要
件
の
も
と
に
、
基
礎
控
除
六

十
万
円
の
ほ
か
に
「
配
偶
者
控
除
」

と
し
て
最
高
一
千
万
円
ま
で
の
控

除
が
受
け
ら
れ
る
特
典
が
あ
り
ま

す
。土

地
や
建
物
を

売
っ
た
と
き
の
税
金

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
の

利
益
を
譲
渡
所
得
と
い
い
、
他
の

所
得
と
は
分
離
し
て
所
得
税
を
計

算
し
ま
す
。

譲
渡
所
得
は
、
売
っ
た
土
地
や

建
物
を
い
つ
か
ら
所
有
し
て
い
た

か
に
よ
っ
て
「
長
期
」
と
「
短
期
」

に
区
分
し
ま
す
。

を
お
、
「
長
期
」
と
「
短
期
」

で
は
税
率
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

①
長
期
譲
渡
所
得

譲
渡
の
あ
っ
た
一
月
一
日
に
お

い
て
所
有
期
間
が
十
年
を
超
え
る

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
場
合
で
す
。

た
だ
し
、
土
地
に
つ
い
て
は
、

昭
和
六
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
昭

和
六
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
は
譲
渡
の
あ
っ
た
年
の
一
月

一
日
に
お
い
て
所
有
期
間
が
五
年

を
超
え
る
場
合
で
す
。

②
短
期
譲
渡
所
得

譲
渡
の
あ
っ
た
年
に
取
得
し
た

も
の
や
、
そ
の
年
の
一
月
一
日
に

お
い
て
所
有
期
間
が
十
年
以
下
で

あ
る
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
場
合

で
す
。た

だ
し
、
土
地
に
つ
い
て
は
、

昭
和
六
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
昭

和
六
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
は
、
譲
渡
の
あ
っ
た
年
の
一

月
一
日
に
お
い
て
所
有
期
間
が
五

年
以
下
の
場
合
で
す
。

申
告
を
す
れ
ば
税
金
が

還
付
さ
れ
る
人

源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定

納
税
し
た
税
金
が
納
め
す
ぎ
に
な

っ
て
い
る
人
は
、
こ
の
確
定
申
告

に
よ
っ
て
、
還
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

次
の
よ
う
を
人
は
、
税
金
を
納

め
す
ぎ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
確

か
め
て
く
だ
さ
い
。

①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
雑
損
控
除

や
医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除

な
ど
が
受
け
ら
れ
る
人

②
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職

し
を
か
っ
た
人
で
、
年
末
調
整
を

受
け
な
か
っ
た
人

③
年
未
調
整
の
と
き
、
生
命
保
険

料
控
除
や
住
宅
貯
蓄
控
除
を
ど
を

忘
れ
て
い
た
人
な
ど
で
す
。

正
し
い

申
告
を

期
限
ま
で
に
申
告
を
し
な
か
っ

た
り
、
所
得
を
少
を
く
申
告
し
た

人
は
、
税
務
署
の
調
査
に
よ
っ
て

税
金
を
追
徴
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

加
算
税
や
延
滞
税
を
余
分
に
納
め

る
こ
と
に
を
り
ま
す
。

町
で
は
、
下
記
の
日
程
で
申
告

相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

申
告
に
は
、
次
の
も
の
が
必
要

で
す
。
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
る
人

は
必
ず
そ
の
「
申
告
書
」

O
「
印
鑑
」

○
給
与
を
ど
の
あ
る
人
は
「
源
泉

徴
収
票
」

○
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は
「
被

書
を
受
け
た
住
宅
家
財
の
明
細
書
」

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
「

支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
・
明
細

書
、
保
険
を
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る

金
額
の
明
細
書
」

○
生
命
保
険
料
控
除
の
あ
る
人
は

「
支
払
保
険
料
の
証
明
書
」

○
損
害
保
険
料
控
除
の
あ
る
人
は

「
支
払
保
険
料
の
証
明
書
」

○
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
人
は

「
登
記
簿
謄
本
」
　
「
住
民
票
の
写

し
」
　
「
売
買
契
約
書
」
　
「
住
宅
取

得
に
係
る
融
資
額
の
残
高
証
明
書
」

を
ど

申告相談の　日程　（会場：江府町役場会議室）

月 日 曜
日

午　　　　　 前 午　　　　　 後

2 19 金 営 庶 業 ・ 山 林 ・　 譲 渡 ・ 大 規 模 農 家　　 （終　 日 ）

25 木 大河原 、東尾 8 ：30 ～11 ：0 0 宮市 、下蚊屋 13 ：00 － 16：00

26 金 助沢 、御机 、笠 長原 〃 洲河 崎、一旦 ケ

29 月 吉原 、西 成、袋原 ク 美用 、小原 ク

3 1 火 一円 誹、武諷半ノ上 官ノ前 ク 貝　 田 ク

2 水 池 ノ内 〃 荒 田、新道 、深 山 口 ク

3 木 尾上原 、 日ノ詰 ク 久連 、柿原 ケ

4 金 本　 五 ク 本 一、杉谷 〃

7 月 大方、小 江尾 〃 本二、本三、本四、宮市原 ク

8 火 佐　 川 ク 新 一、新二 ケ

9 水 農　 業　 青　 色　 申　 告　　　　　　　　　　　　　　　　　 （終 日）

10 木 農　 業　 青　 色　 申　 告　　　　　　　　　　　　　　　　　 （終 日）
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＊20歳になったら

加入しましよう

いま、我が国は、世界で一番の長

寿国となり、人生80年時代をむかえ

たといわれています。

20歳になられたあをたは、夢や希

望を持ってこれからの人生設計をし

ていかれることと思います。しかし、

長い人生には、山あり谷ありで、何

時、どんなことが待ちうけているか

わかりません。

老後の生活の不安や、病気、事故

による障害をど、さけて通れること

をら通りたいのですが、をかをか思

いどおりにはいきません。

そんを人のため

に備えておくのが

国民年金です。

20歳に怒ったあ

なた、今、あなた

自身がスタ「トに

立つときです。

＊納めた保険料は

所得から控除されます

みなさん、国民年金の保険料は忘

れずに納めていますか。

昭和62年1月から昭和62年12月ま

でに納めた国民年金の保険料は、「

社会保険料控除」として、所得から

差し引かれて課税の対象に在りませ

ん。

本人の分はもちろん、家族のため

に納めた保険料も同様の扱いと在り

ます。手続きは年未調整や確定申告

の際に申告してください。

保険料を納め忘れていると、将来

の老齢基礎年金だけでなく、万一の

ときの障害基礎年金や遺族年金など

も受けられをいこともあります。

わ
だ
い

《

《

《

待
望
の
新
校
舎
完
成

下
蚊
屋
分
校

し
ゅ
ん
工
式

第213号

八
月
か
ら
工
事
の
進
め
ら
れ
て

い
た
下
蚊
屋
分
校
が
完
成
、
三
学

期
か
ら
の
開
校
を
前
に
十
二
月
二

十
一
日
し
ゅ
ん
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

下
蚊
屋
分
校
は
、
昭
和
二
十
九

年
に
建
設
さ
れ
た
旧
校
舎
が
三
十

年
を
経
過
し
、
老
朽
化
し
た
た
め

改
築
が
待
た
れ
て
い
ま
し
た
。

完
成
し
た
新
校
舎
は
、
鉄
骨
二

階
建
で
総
面
積
四
二
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
、
農
村
広
場
と
し
て
運
動
場

も
整
備
さ
れ
、
本
校
に
も
お
と
ら

な
い
堂
々
と
し
た
建
物
で
す
。

し
ゅ
ん
工
式
は
、
井
上
町
長
、

町
議
会
議
長
、
工
事
関
係
者
、
保

護
者
ら
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
米

沢
小
学
校
生
田
碩
校
長
は
、

「
広
く
在
っ
た
グ
ラ
ン
ド
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
事
々
と
し
た
声
が

こ
だ
ま
し
、
特
別
教
室
、
音
楽
室

教
材
室
も
作
っ
て
い
た
だ
き
、
近

代
的
な
設
備
の
立
派
を
校
舎
で
勉

強
す
る
子
ど
も
た
ち
の
よ
ろ
こ
び

は
い
か
ば
か
り
か
と
思
い
ま
す
。

南
大
山
の
麓
、
下
蚊
屋
の
里
も

や
が
て
白
銀
一
色
に
包
ま
れ
、
厳

し
い
自
然
は
反
面
豊
か
な
自
然
で

も
あ
り
、
空
澄
み
、
水
槽
き
こ
の

山
あ
い
の
子
ら
に
へ
き
地
小
規
模

校
の
特
性
を
生
か
し
、
二
十
一
世

紀
に
生
き
る
人
間
性
豊
か
で
た
く

ま
し
い
子
ど
も
の
育
成
に
一
層
の

活
性
化
を
図
り
、
本
校
職
員
一
丸

と
在
っ
て
当
る
覚
悟
で
す
止
と
お

礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

おめでとう20歳

51人が

大人の仲間入り

一
月
十
五
日
、
土
井
之
内
会
館

で
大
人
の
仲
間
入
り
を
祝
う
成
人

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
成
人
式
を
む
か
え
た
の
は

昭
和
四
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
四
十
三
年
四
月
一
目
ま
で
に
生

ま
れ
た
五
十
一
人
で
、
式
に
出
席

し
た
の
は
、
こ
の
う
ち
の
四
十
二

人
で
す
。

式
典
で
は
、
町
長
、
町
議
会
議
長

ら
か
ら
お
祝
い
と
激
励
を
受
け
た
の

ち
新
成
人
を
代
表
し
て
新
道
の
生
田

和
則
さ
ん
が
「
個
人
は
も
ち
ろ
ん

地
域
社
会
の
担
い
手
と
し
て
二
十

一
世
紀
の
基
盤
を
つ
く
ら
老
け
れ

ば
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

先
端
技
術
の
開
発
は
想
像
以
上

に
進
ん
で
い
ま
す
が
、
と
も
す
れ

ば
忘
れ
が
ち
な
心
の
問
題
を
大
切

に
し
て
み
を
さ
ん
の
ご
期
待
に
そ

う
よ
う
努
力
し
ま
す
］
と
力
強
く

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
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無
火
災
願
い

一
月
六
日
、
消
防
出
初
式
が
上

ノ
段
広
場
で
行
わ
れ
、
来
賓
、
江

府
消
防
署
員
、
町
消
防
団
員
ら
約

九
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
町
長
、
来
賓
の
激
励

の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
田
口
茂

団
長
が
　
「
良
心
に
従
っ
て
忠
実
に

消
防
の
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。式

療
了
後
は
、
町
内
パ
レ
ー
ド

と
日
野
川
で
一
年
間
の
無
火
災
を

一
斉
放
水

祈
り
、
消
防
車
三
台
に
よ
る
一
斉

放
水
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
出
初
式
で
、
日
頃
の
消

防
活
動
の
功
績
を
た
た
え
、
次
の

み
な
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
町
長
表
彰
）

勤
続
章
…
勝
見
　
純
、
中
川
秀
樹

（
県
消
防
協
会
長
表
彰
）

功
績
章
…
千
藤
　
正

（
西
部
消
防
協
会
長
表
彰
）

功
績
章
…
大
岩
泰
彦
、
太
田
　
厚

勤
続
章
…
太
田
　
厚
、
宮
本
正
啓

▲任務連行の決意を述べる田口団長

”
奥
大
山

チ
ロ
ル
の
㈱

里
だ
よ
り
〟

●
リ
ゾ
ー
ト
地
　
耳
新
し
い
こ

と
ば
で
す
が
保
養
地
、
行
楽
地
、

温
泉
地
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
従
来
の
通
過
型
観
光
地

か
ら
滞
在
型
、
居
住
型
の
新
し

い
観
光
地
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
昨

年
五
月
に
リ
ゾ
ー
ト
法
（
総
合

保
養
地
域
整
備
法
）
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

国
土
・
農
水
遠
慮
・
運
輸
・

建
設
・
自
治
の
六
省
庁
は
現
在

基
本
方
針
を
策
定
中
で
す
。

対
象
施
設
は
十
五
㍍
の
ス
ペ

ー
ス
を
基
地
と
し
、
ス
キ
ー
場

・
ゴ
ル
フ
場
・
野
外
劇
場
・
動

植
物
園
展
望
台
・
温
泉
・
会
議

場
・
ホ
テ
ル
・
ペ
ン
シ
ョ
ン
・

特
産
物
販
売
セ
ン
タ
ー
を
ど
幅

広
く
整
備
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

江

▼保健婦からひとこと▼

乾布摩擦健康法

〈万人向きの健康法〉
風邪をひく人に第一番に試みてもらいたいのが

事乞布摩擦健康法です。乾布摩擦は空気浴とマッサ

ージを組みあわせた体にあたえる刺激が少ない万

人向きの健康法です。基本的方法は新鮮な冷たい

空気を全身に浴び、乾いた布で皮ふをマッサージ

することです。

〈日の出直後が効果的〉

季節の変わり目に喘息や神経痛などが悪化する

のは体が外界の変イビに十分順応する能力に欠けて

いるからです。乾布摩擦の効果は、風邪やしもや

けの予防だけでをくアレルギー体質を改善し、皮

ふを丈夫にします。幸乞布摩擦は1日のうちいつ行

ってもよいのですが最も効果的をのは、日の出直

後の早朝です。

それは気温が低いこと、空気が新鮮をこと、空

気中にマイナスイオンが多いことの条件を備えて

いるからです。

㈱東京法規出版発行ミ健鷹なるほどクイズより
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人の動き

12月届け
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ら

第213号

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

久
遠
岡
本
ヨ
シ
子
7

0
歳
一
雄
宅

「

ご

ざ

い

ま

し

た

十
二
月
中
寄
託
分

■
香
典
返
し
と
し
て

新
一
　
渡
辺
　
和
夫
　
殿

（
母
し
ま
子
様
ご
逝
去
）

久
　
連
　
　
岡
本
一
雄
　
殿

（
妻
ヨ
シ
子
様
ご
逝
吾

一
旦
　
　
遠
藤
　
秋
徳
　
殿

（
母
す
江
様
ご
逝
去
）

杉
　
谷
　
　
片
山
美
津
枝
　
殿

（
夫
一
郎
様
ご
逝
去
）

□
内
祝
と
し
て

久
　
遠
　
水
下
　
隆
儀
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
∴
小
椋
　
富
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
浦
部
　
延
寿
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

久
　
連
　
　
山
口
　
重
夫
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
　
中
野
　
　
寛
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
　
藤
原
　
広
秋
　
殿

（
二
男
栄
司
様
退
院
）

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
　
堀
田
　
金
弥
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

柿
　
原
　
加
藤
　
幸
枝
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上

社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。江

府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
十
一
月
末
累
計
額

四
、
二
九
七
、
四
九
九
円

2
、
十
二
月
寄
付
額

一
八
八
、
〇
〇
〇
円

内
　
訳

香
典
返
し

退
院
内
祝

3
、
支
出
額

を
し

八
〇
、
〇
〇
〇
円

〇
八
、
〇
〇
〇
円

4
、
十
二
月
末
累
計
額

四
、
四
八
五
、
四
九
九
円

☆
ご
ほ
ん
1
杯

（
中
茶
わ
ん
）
　
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
約
2
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ

ー
で
す
。
こ
れ
を
消
費
す
る
に
は

普
通
歩
行
（
通
勤
、
買
物
）
で
約

1
時
間
が
必
要
で
す
。

☆
動
か
を
す
ぎ
の
現
代
人

と
し
て
、
最
低
で
も
1
日

カ
ロ
リ
ー
を
運
動
に
よ
っ
て200の
消キ　目
費口標

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
表
を
参
考
に
、
い
ま
よ
り

2
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
分
、
運
動
を
ふ

や
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

200キロカロリーを消費するのに必要な時間
日常生活活動 と運動の種類 男 女

曽通歩行 （通勤、買物） 56分 1 時間 8 分
亭む しり、l罫書 58分 1 時間14分
掃除 封分 1 時間10分
ラジオ体躁 54分 1 時間10分
急ぎ歩 （通勤、買物） 38分 50分
ゴルフ （平地、18ホール） 46分 58分
サイク リング （10km／時） 38分 50分
ハイキング 36分 44分
隋段を上 る 24分 30分
ジョギング （12 0 m ／分） 26分 32分
縄とび （60－70回／分） 1紛 24分
ジョギング （16 0 m ／分） 18分 22分

（厚生省「昭和59年度日本人の栄牽所要量」から）

☆
か
ら
だ
の
脂
肪
1
k
q
を
減
ら
す

に
は
、
9
0
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

を
消
費
す
る
運
動
が
必
要
で
す
。

こ
れ
は
、
1
分
間
1
0
0
m
の
ペ
ー

ス
　
（
速
足
歩
き
）
　
で
歩
い
て
も
、

食
わ
ず
で
せ
っ
せ
と
歩
か
な
け
れ

ば
消
費
で
き
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

す
。
1
70
k
m
と
い
え
ば
、
東
海
道
線

で
東
京
駅
か
ら
静
岡
駅
ま
で
近
く

の
距
離
。
お
金
と
ち
が
っ
て
、
ぜ

い
肉
を
た
め
る
の
は
た
や
す
く
、

消
費
す
る
の
は
い
か
に
大
変
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
か
が
わ

か
り
ま
す
。

ん
と
1
7
0
k
m
を
、
し
か
も
飲
ま
ず
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